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経営理念

基本方針

C O N T E N T S

設　　　立 大正13年1月
本店所在地 北九州市八幡東区尾倉2-8-1
出　資　金 34億66百万円
会　員　数 73,150人
役 職 員 数 597人
店　舗　数 45店舗（代理店1店舗を含む）
営 業 区 域 福岡県一円　山口県下関市　大分県中津市

１．地域社会の繁栄ある未来を希い、地域とともに歩みます。（地域繁栄、金庫共栄）
２．健全経営と独自性発揮で、お取引先の要請に応えます。（健全経営、独自性発揮）
３．知性を磨き、創意と工夫をもって活力ある信用金庫を築きます。（知性と創意で活力金庫）

１．地域の人々の幸福と繁栄を希い、地域の豊かな未来づくりを使命とします。
２．健全経営をモットーに、お客様のニーズに素早く対応し信頼される金庫にします。
３．日々、豊かな人間性の向上に努め、活力ある職場と職員の豊かな生活の実現に努めます。

当金庫の概要 （令和3年3月31日現在）
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おかげさまで“ひびしん”は2024年1月に100周年を迎えます。

この街といっしょに歩んで1世紀

ご あ い さ つ

　平素より福岡ひびき信用金庫をお引立て頂き、心より厚く御礼申し上げます。
　本年も、ディスクロージャー誌「ANNUAL REPORT 2021業務のご案内」を
作成致しました。当金庫の経営方針や業務の内容、業績などをご紹介致してお
りますので、ご高覧頂き、当金庫へのご理解を一層深めて頂ければ幸甚に存じ
ます。
　令和２年度の日本経済は、新型コロナウイルス感染症一色の展開となり、私た
ちを取り巻く環境は、これまで経験したことがないほど劇的に変化致しました。
令和３年４月に内閣府が発表した月例経済報告では、「景気は新型コロナウイル
ス感染症の影響により、依然として厳しい状況にあるなか、持ち直しの動きが続
いているものの、一部に弱さが見られる。」とされ、変異株を中心とした感染の
再拡大により、感染症リスクが高い飲食業や、多くの人が集まる商業施設を運営
する百貨店やイベント業界をはじめ、人の移動を伴う航空・旅行業界などでは、
大幅な売上減少が続いています。
　当金庫では、営業地域から新型コロナウイルス感染症による「倒産を出さな
い。廃業を出さない。」という強い信念の下、お客様に寄り添い、新型コロナウイ
ルス感染症対策資金を中心とした金融支援や、営業店と本部が連携した経営改
善支援に引き続き対応して参りました。
　その結果、令和２年度の当金庫の業績は経常収益18,400百万円（対前期比
17.8％増）、経常費用15,852百万円（対前期比8.3％増）、経常利益2,548百万
円（対前期比158.9％増）、当期純利益1,341百万円（対前期比73.3％増）とな
りました。
　また、期末の自己資本比率は国内基準の4％を大きく上回る11.58％、不良債
権比率は2.73％となりました。
　これも偏に、会員の皆様方の平素よりのご支援の賜物と、深く感謝申し上げま
す。
　今後も、健全経営、経営基盤の一層の強化、地域社会の繁栄のため役職員一
同専心して努めてまいります。今後ともなお一層のご支援、ご協力を賜りますよう
心よりお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和３年６月29日

会　長　　野 村　廣 美

理事長　　井 倉　　 眞

会　長
野  村　廣  美

理事長
井  倉　　  眞
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　令和２年度は、夏期キャンペーンとして、「花あふれる定期
預金」を、また冬期キャンペーンでは懸賞金付定期預金「マ
ネーヒット」を販売し、夏期は72億円、冬期は71億円の合計
143億円を獲得致しました。結果、定期預金残高は前期比
38億円の増加となりました。
　また、要求性預金残高は新型コロナウイルス感染症対策
資金や各種助成金等の歩留まり分の影響もあり、前期比
561億円増加しました。
　この結果、令和２年度の預金積金残高は、前年比612億円
増加し7,560億円となりました。

　令和２年度は、新型コロナウイルス感染症対策融資を取
引先3,818先に対し696億円実行しました。貸出先数では前
期比691先増加し、証書貸付の残高が前期比518億円と大
幅に増加しました。
　事業性融資は新規の取引先の拡大などにより388億円増
加。また、消費者ローンで８億円増加、住宅ローンで２億円
増加となりましたが、カードローンが９億円減少した為、個
人向け融資につきましては１億円の増加に留まりました。
　その結果、貸出金残高は、前期比389億円増加の3,916
億円となりました。

　貸出金利息収入や有価証券利息配当金の資金運用収益は
増加したものの、国債等債券売却損や償還損の増加等によ
り令和２年度の業務純益は▲535百万円となりました。

　また、業務純益から一般貸倒引当金繰入額や国債等債券
関係損益を除いたコア業務純益は、前年比334百万円増加
し、3,268百万円となりました。

*１ 業務純益・・・・・・ 貸出金や有価証券等の受入利息や手数料など
 の収入から、預金等の支払利息や支払手数
 料、経費を差し引いたものです。
*2 コア業務純益・・・・ 業務純益から、一般貸倒引当金および国債等
 債券関係損益を除いたものです。

預金積金残高 7,560億円

貸出金残高 3,916億円

業 務 純 益 ▲535百万円
コア業務純益 3,268百万円

業績トピックス

預金積金の推移

貸出金の推移

業務純益*1/コア業務純益*2の推移
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おかげさまで“ひびしん”は2024年1月に100周年を迎えます。

この街といっしょに歩んで1世紀

　令和２年度の金融再生法に基づく不良債権額は、前年比
３億62百万円減少し107億42百万円となりました。

　この結果、当金庫の不良債権比率は前年比0.40ポイント
改善し、2.73％となりました。

　当金庫は、法令等に基づき厳格な償却・引当を行っており
ます。引き続き、健全な資産の維持に努めてまいります。

　→ 詳細は、43ページに記載しています。

　当金庫の令和２年度の単体自己資本比率は、11.58％とな
りました。
　国内基準（4％）を大幅に上回る高い水準を維持しており
ます。

　→ 詳細は、55ページに記載しています。

不良債権比率 2.73％

自己資本比率  11.58％

経 常 利 益 2,548百万円
当期純利益 1,341百万円

※平成25年度末より、自己資本比率規制に関する金融庁告示第19号の一部
改正に伴い、バーゼルⅢ基準により自己資本比率を算出しております。

　株式等売却益や金銭の信託運用益等の臨時収益が前年
比増加した為、令和２年度の経常利益は前年比1,564百万円
増加し、2,548百万円となりました。

　この結果、当期純利益は前年比567百万円増加し、1,341
百万円となりました。

業績トピックス

経常利益/当期純利益の推移

単体自己資本比率

不良債権比率
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 大正13年 1月
 昭和18年 10月
 昭和25年 4月
 昭和26年 10月
 昭和38年 6月
 昭和48年 1月
 昭和60年 10月
 平成  2年 4月
 平成  6年 1月
 平成13年 4月
  11月
 平成14年 9月
  11月

 平成15年 6月
  10月

 平成16年 11月
 平成17年 1月
  2月
  10月
 平成18年 1月
  4月
  6月
  10月
 平成19年 2月
  10月
 平成20年 4月
  5月
  10月
 平成21年 2月
  10月

  12月
 平成22年 2月
 平成23年 2月
  12月
 平成24年 5月
  6月
  10月
  11月
 平成25年 6月
  10月
 
 平成26年 2月
 
  4月
  5月
  6月
  12月
 平成27年 3月
  6月
  9月
 平成28年 9月
 平成30年 1月
  5月
  8月
 平成31年 4月
 令和１年 7月
  9月
  10月

 令和２年 6月
 令和３年 2月
  5月
  6月

有限責任信用組合八幡庶民金庫を設立
有限責任信用組合八幡庶民金庫と有限責任八幡信用組合が合併し「有限責任八幡庶民信用組合」が誕生
中小企業等協同組合法の施行に伴い信用協同組合に改組
信用金庫法制定に伴い改組改称し「八幡市信用金庫」として発足
北九州市発足により「北九州八幡信用金庫」と改称
「八信同友会」（現・ひびしん同友会）発足
「はっしん経営大学」（現・福岡ひびき経営大学）第１期講座開講
「八信ニューリーダー会」（現・ひびしんニューリーダー会）発足
「はっしん経営者賞」（現・福岡ひびき経営者賞）創設
「イングスクラブ」設立
北九州八幡信用金庫と若松信用金庫が合併し「福岡ひびき信用金庫」が誕生（理事長　古川育史　就任）
福岡ひびき信用金庫と直方信用金庫との二金庫間で合併基本協定書調印
福岡ひびき信用金庫・新北九州信用金庫・門司信用金庫・築上信用金庫・直方信用金庫の５金庫間で、
合併基本協定書調印
高須支店新装オープン
福岡ひびき信用金庫・新北九州信用金庫・門司信用金庫・築上信用金庫・直方信用金庫が合併し、
新生「福岡ひびき信用金庫」が誕生
荒生田支店新装オープン
小倉支店移転オープン
室町支店他２店舗を統合
三六支店他３店舗を統合
浜町支店他２店舗を統合
大里支店移転オープン
役員改選により　会長　古川育史　理事長　谷石喜一　就任
近衛橋支店他５店舗を統合
福岡支店新規開設
昭和町支店他２店舗を統合
門司港支店新装オープン
豊前支店新装オープン
本城東支店他１店舗を統合
「ひびしんビジネスフェア」初開催
総代改選し150名体制へ（新総代53名誕生）
ひびしんニューリーダー会発足20周年記念大会開催
木町支店他２店舗を統合
行橋支店新装オープン
「ひびしん女性創業塾」初年度開講
曽根支店新装オープン
預・貸金総和１兆円達成
町上津役支店新装オープン
理事長　野村廣美　就任
守恒出張所新規開設
ひびしん同友会発足40周年記念式典開催
古川育史会長退任
５金庫合併10周年記念「飛鳥Ⅱクルーズ」実施
当金庫及び大分みらい信金、西中国信金による「大規模災害発生時の相互支援に関する覚書」を締結
創立90周年・５金庫合併10周年記念式典開催
葛原湯川支店を統合
大蔵支店を代理店へ移行
福岡ひびき経営者賞20周年記念式典開催
千早支店新規開設
折尾支店新装オープン
東二島支店新装オープン
宮丸支店を統合
宇野支店を統合
ベイサイドプラザ若松出張所閉店
椎田支店・築城支店を統合し、築上町支店新装オープン
当金庫と磐田信用金庫の２金庫間で業務連携協定を締結
守恒出張所閉店
九州管内16金庫「飛鳥Ⅱしんきんリレークルーズ」開催
黒原支店を移転し、城野支店として新装オープン
前田支店を統合
中央町支店、小石支店、原町支店をサテライト店舗へ移行
大蔵代理店、中央町支店、小石支店、天籟寺支店、原町支店の５店舗において「昼休み」時間を導入
役員改選により　会長　野村廣美　理事長　井倉眞　就任
則松支店、中原支店、頓野支店をサテライト店舗へ移行し、「昼休み」時間を導入
中間支店新装オープン
若宮支店において「昼休み」時間を導入

沿　革

令和３年５月10日 中間支店新装オープン

　当金庫は、福岡県一円と山口県下関市、大分県中津市を事業区域として、地元の中小企業や住民の皆さまが会
員となって、お互いに助け合い、お互いに発展していくことを共通の理念として運営されている相互扶助型の金融
機関です。
　地元の皆さまからお預りした大切な資金（預金積金）は、地元で資金を必要とするお客様に融資を行って、事業
や生活の繁栄のお手伝いをするとともに、地域社会の一員として地元の中小企業や住民の皆さまとの強いネット
ワークを形成し、地域経済の持続的発展に努めております。また、金融機能の提供にとどまらず、企業としての社
会的責任（CSR）を自覚し、文化・環境・教育といった面も視野に入れ、広く地域社会の活性化に積極的に取り組
んでおります。

お客様からお預かりした預
金積金は、幅広い資金ニー
ズにお応えし、地域にお住ま
いの方・事業者の方々にご融
資し豊かな暮らしや事業発
展のお手伝いをいたしてお
ります。

サークル活動
●ひびしん同友会
●ひびしんニューリーダー会
●ひびしんすみれ会・寿会
●ひびしんイングスクラブ
　　　　　　　　　　　　など

■有価証券　2,565億円
お預かりしている資金の一部は、有価証券等で運用して
おります。運用にあたっては、公共債等を中心に安全な運
用に努めております。

《出資金》
会員数 73,150人
残高 34億円

地域のお客様・会員の皆さま

役職員数　597人
店 舗 数　45店舗
（代理店１店舗を含む）

自己資本比率　11.58％

福岡ひびき信用金庫

《貸出金》
3,916億円

お客様の資産づくりのお手
伝いをさせていただくため、
目的や期間に応じて選択し
ていただけますよう、新商品
の開発や一層のサービス充
実に努めてまいります。

《預金積金》
7,560億円地域振興への貢献

●福岡ひびき経営大学
●福岡ひびき経営者賞
●ひびしん俳句大賞
　　　　　　　　　　　　など

中小企業の経営支援等
●しんきん合同商談会
●ひびしん女性創業塾
●各種経営セミナー
　　　　　　　　　　　　など

令和３年３月31日現在

地域社会とひびしん
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おかげさまで“ひびしん”は2024年1月に100周年を迎えます。

この街といっしょに歩んで1世紀
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総 代 会

役 員 会 理 事 会監 事 会

常勤監事

理 事 長

会 　 長

専務理事

常務理事

常勤理事

※第70回通常総代会（令和３年６月28日）終了後の役員及び組織図を掲載しております。

会 　 長 …………………… 野　村　廣　美
理 事 長 …………………… 井　倉　　　眞
専務理事 …………………… 瀧　口　秀　一
専務理事 …………………… 御手洗　範　雄
常務理事 …………………… 唐　生　昌　平
常務理事 …………………… 黒　木　清　輝
常勤理事 …………………… 一　江　哲　哉
常勤理事 …………………… 田　中　正　浩
常勤理事 …………………… 吉　田　昌　弘
常勤理事 …………………… 江　﨑　鶴　彦

（注１） 理事　垣迫  裕俊、井上  龍子は、信用金庫業界の「総代会の機能向上
 策等に関する業界申し合わせ」に基づく職員外理事です。
（注２） 監事　奥村  勝美、鈴木  雅子は、信用金庫法第32条第5項に定める員
 外監事です。

非常勤理事 …………………… 垣　迫　裕　俊（注１）
非常勤理事 …………………… 井　上　龍　子（注１）

常勤監事 …………………… 石　井　康　雄
非常勤監事 …………………… 奥　村　勝　美（注２）
非常勤監事 …………………… 鈴　木　雅　子（注２）
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西部営業本部 東部営業本部 中央営業本部

香 月 支 店

穴 生 支 店

相 生 支 店

三 ヶ 森 支 店

町上津役支店

木 屋 瀬 支 店

中 間 支 店

お ん が 支 店

直 方 支 店

頓 野 支 店

若 宮 支 店

鞍 手 町 支 店

福 岡 支 店

千 早 支 店

小 倉 支 店

到 津 支 店

三 萩 野 支 店

城 野 支 店

北 方 支 店

曽 根 支 店

門 司 港 支 店

新 門 司 支 店

大 里 支 店

原 町 支 店

行 橋 支 店

苅 田 支 店

豊 前 支 店

築 上 町 支 店

本 店 営 業 部
中 央 町 支 店
荒 生 田 支 店
大 蔵 代 理 店
枝 光 支 店
黒 崎 支 店
折 尾 支 店
則 松 支 店
本 城 支 店

若 松 支 店
小 石 支 店
二 島 支 店
東 二 島 支 店
高 須 支 店
浅 生 支 店
中 原 支 店
天 籟 寺 支 店
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大 蔵 代 理 店
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黒 崎 支 店
折 尾 支 店
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本 城 支 店
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小 石 支 店
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東 二 島 支 店
高 須 支 店
浅 生 支 店
中 原 支 店
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　令和３年５月１０日（月）中間支店が「イオンなかま店」向かいに新
装オープンしました！
　全面ガラスで明るく、木材を多用した優しい店舗となっております。
　中間地区の皆さまをはじめ、地域の発展に貢献できるよう職員一
同精一杯尽力してまいります。

　当金庫では現在福岡市内で２店舗（福岡支店・千早支店）にて営業を行ってお
ります。令和２年７月に、様々なまちづくりが進められている福岡市東区の箱崎地
区において、職員３名による新規開拓に特化した箱崎事務所を開設いたしまし
た。箱崎地区近郊に事業所を構える中小企業を支援し、既存店舗との連携によ
り地域活性化に貢献致します。

ひびしんインフォメーション

中間支店　新装オープン

箱崎事務所開設

　当金庫は令和６年１月に創立100周年を迎えます。新たな歴史の始まりとして金庫全体で機運を盛り上げるべく、次の100
年へとバトンを渡す若手職員を中心に「創立100周年記念事業プランニング部会」の立ち上げを行い、活発な討議を行ってお
ります。

創立100周年記念事業プランニング部会の立ち上げ

旧 中間支店
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ひびしんのＳＤＧｓに対する取組み

信金中央金庫７０周年記念事業　企業版ふるさと納税を活用した地域創生支援スキーム
「SCBふるさと応援団」による北九州市への寄附について

　信用金庫の中央金融機関である信金中央金庫（SCB）が
創立70周年記念事業として実施した地域創生支援スキー
ム「SCBふるさと応援団」において、当金庫が推薦支援する
北九州市の「SDGs未来モデル発信事業」が寄附対象事業に
採択され、北九州市庁舎で寄附贈呈式が開催されました。
　信金中央金庫福岡支店髙田支店長から北九州市北橋市
長へ寄附目録が手渡されました。寄附金は、北九州市が取
り組むSDGｓ（持続可能な開発目標）を推進する目的で活
用され、当金庫も北九州市と共に事業に取り組んでまいり
ます。

■優秀なシニア人材とのマッチング支援（新現役交流会）
■新商品の開発支援（大企業開放特許活用による知財マッチング）
■企業課題解決支援（M&A、事業承継）
■販路拡大支援（ひびしんビジネスフェア、しんきん合同商談会、よい仕事おこしネット
ワーク、みんなの試作広場）

■新規創業支援（ひびしん女性創業塾）
■異業種交流支援（ひびしん同友会）
■若手経営者の資質向上支援（ひびしんニューリーダー会）
■経営者の知識向上支援（福岡ひびき経営大学、各種セミナー）
■光る経営者の発掘（福岡ひびき経営者賞）
■地域企業と地域の学生とのマッチング支援（「ひびしん」地元企業就職応援事業、KIU
パートナーズ）

■学生の視点やライター等による企業発信コンテンツの作成、コンテンツの魅力向上及
び情報発信（SCBふるさと応援団）

■行政と連携し、地域の健康増進支援（北九州市民をがんから守るプロジェクト）
■環境に負荷をかけない店舗作り、ペーパーレスの推進など環境に配慮
■地域の環境美化活動（北九州市道路サポーター）
■子育て応援商品の企画販売（子宝住宅ローン、教育ローンなど）
■お客様セミナーの開催（相続・遺言・空き家対策）

■地域企業の社会貢献支援（CSR私募債「輝く未来」の取り扱い）
■スポーツ活動、文化活動支援（ひびしんカップ少年野球大会、ひびしん野球教室、ひびし
んカップソフトテニス大会、ひびしん俳句大賞、黒崎ひびしんホールネーミングライツ）

■地域情報の発信（ひびしんだより、ひびしんぐるめぐりマップ）
■地域のイベントに積極的に参加（門司みなと祭、若松みなと祭り、わっしょい百万夏祭
りなど）

■地域に貢献する人材の育成（北九州ゆめみらいワーク、産業見学ツアー、大学での寄
附講座、北九州キャリア教育研究会）

■年齢・性別に関係なく活躍できる企業風土作り（女性支店長、マネーコンシェルジュ）
■地域の学生への食糧支援（コロナ禍で生活が困窮している地域の外国人留学生への
食糧支援）

福岡ひびき信用金庫の「SDGs」への取組みについて

1 中小企業の健全な発展

2 豊かな国民生活の実現

3 地域社会繁栄への奉仕

■ 福岡ひびき信用金庫「ＳＤＧｓ宣言」
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おかげさまで“ひびしん”は2024年1月に100周年を迎えます。

この街といっしょに歩んで1世紀

ひびしんのＳＤＧｓに対する取組み

信金中央金庫７０周年記念事業　企業版ふるさと納税を活用した地域創生支援スキーム
「SCBふるさと応援団」による北九州市への寄附について

　信用金庫の中央金融機関である信金中央金庫（SCB）が
創立70周年記念事業として実施した地域創生支援スキー
ム「SCBふるさと応援団」において、当金庫が推薦支援する
北九州市の「SDGs未来モデル発信事業」が寄附対象事業に
採択され、北九州市庁舎で寄附贈呈式が開催されました。
　信金中央金庫福岡支店髙田支店長から北九州市北橋市
長へ寄附目録が手渡されました。寄附金は、北九州市が取
り組むSDGｓ（持続可能な開発目標）を推進する目的で活
用され、当金庫も北九州市と共に事業に取り組んでまいり
ます。

■優秀なシニア人材とのマッチング支援（新現役交流会）
■新商品の開発支援（大企業開放特許活用による知財マッチング）
■企業課題解決支援（M&A、事業承継）
■販路拡大支援（ひびしんビジネスフェア、しんきん合同商談会、よい仕事おこしネット
ワーク、みんなの試作広場）

■新規創業支援（ひびしん女性創業塾）
■異業種交流支援（ひびしん同友会）
■若手経営者の資質向上支援（ひびしんニューリーダー会）
■経営者の知識向上支援（福岡ひびき経営大学、各種セミナー）
■光る経営者の発掘（福岡ひびき経営者賞）
■地域企業と地域の学生とのマッチング支援（「ひびしん」地元企業就職応援事業、KIU
パートナーズ）

■学生の視点やライター等による企業発信コンテンツの作成、コンテンツの魅力向上及
び情報発信（SCBふるさと応援団）

■行政と連携し、地域の健康増進支援（北九州市民をがんから守るプロジェクト）
■環境に負荷をかけない店舗作り、ペーパーレスの推進など環境に配慮
■地域の環境美化活動（北九州市道路サポーター）
■子育て応援商品の企画販売（子宝住宅ローン、教育ローンなど）
■お客様セミナーの開催（相続・遺言・空き家対策）

■地域企業の社会貢献支援（CSR私募債「輝く未来」の取り扱い）
■スポーツ活動、文化活動支援（ひびしんカップ少年野球大会、ひびしん野球教室、ひびし
んカップソフトテニス大会、ひびしん俳句大賞、黒崎ひびしんホールネーミングライツ）

■地域情報の発信（ひびしんだより、ひびしんぐるめぐりマップ）
■地域のイベントに積極的に参加（門司みなと祭、若松みなと祭り、わっしょい百万夏祭
りなど）

■地域に貢献する人材の育成（北九州ゆめみらいワーク、産業見学ツアー、大学での寄
附講座、北九州キャリア教育研究会）

■年齢・性別に関係なく活躍できる企業風土作り（女性支店長、マネーコンシェルジュ）
■地域の学生への食糧支援（コロナ禍で生活が困窮している地域の外国人留学生への
食糧支援）

福岡ひびき信用金庫の「SDGs」への取組みについて

1 中小企業の健全な発展

2 豊かな国民生活の実現

3 地域社会繁栄への奉仕

■ 福岡ひびき信用金庫「ＳＤＧｓ宣言」

「新型コロナウイルス感染症」への対応について

● 「新しい生活様式」の啓蒙および感染予防に向けての取組みの実施
　「新しい生活様式」のポスターを掲示し、冷感マスクの配布を行いました。

● 各店舗における感染症拡大防止対策　
　当金庫では、飛沫感染予防のために各店舗で店頭や机間の仕切板の設置、役職員のマスク着用・手洗い・手指消毒、毎
朝の検温義務等、新型コロナウイルス感染症拡大予防に取組んでおります。

● 渉外係の除菌スプレーの携行
　お取引先の要請にお応えする為、当金庫では感染予防対策を徹底した上で、お取引先への訪問も実施しております。特
にお客様と面談機会が多くなる渉外担当者には携帯用除菌スプレーを携行し感染予防に努めております。

■ 感染症拡大防止について

● 迅速な資金繰り支援
　お取引先への迅速な資金繰り支援のため、当金庫独自の特別融資を設けるなど迅速な資金供給に努めています。経営
や生活に支障をきたしているお客様に幅広く対応する為、当金庫本支店に専用の相談窓口を設置しております。

● 「福岡県新型コロナウイルス医療従事者応援金」への寄附実施
　当金庫は感染症と日々戦う医療従事者の皆様を応援するため、役職員から寄付を募り「福岡県新型コロナウイルス医療
従事者応援金」へ寄附いたしました。（寄附金額：641,000円）

● 株式会社ライトアップとの助成金自動診断システムOEMの取り扱い開始
　株式会社ライトアップとの助成金自動診断システムOEM供給に関する業務提携を行いました。株式会社ライトアップが
提供する助成金自動診断システム「Jシステム」を活用する事で、お取引先が申請可能な助成金を短時間のヒアリングで抽
出する事が可能となりました。本システムの積極的な利用により、お取引先の課題解決に関する支援を行いました。

■ 新型コロナウイルス支援の取組みについて

冷感マスク 店頭の消毒液設置 ロビーでのソーシャルディスタンスを保つためのプレート設置
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